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総合地球環境学研究所 

 
 

京都市教育委員会と総合地球環境学研究所の 
連携協定締結式の開催について 

 

 

京都市教育委員会と大学共同利用機関法人人間文化研究機構総合地球環境学研究所

（地球研）は、相互に人的・物的資源の交流促進等を通じ、教育上の諸課題への的確な対応

や国際的な視野に立った環境に関する教育・研究を推進するとともに、その成果を生かして

双方の教育・研究の充実・発展に寄与するために協定を締結する運びとなりました。 

 このたび、協定締結式を下記のとおり実施いたしますので、ご取材くださるようお願い申し上

げます。 

 

記 

 

１．協定締結式 

（1）日 時  令和 6 年 10 月 25 日（金）14 時～ （30 分程度） 

（2）会 場  総合地球環境学研究所 セミナー室 3・4 

（京都府京都市北区上賀茂本山 457 番地 4） 

（3）出 席 者  京都市教育長 稲田
い な だ

 新
しん

吾
ご

 

総合地球環境学研究所長 山極
やまぎわ

 壽一
じゅいち

 

（4）取材申込   取材をご希望の場合は、10 月 24 日（木）17 時までに地球研広報室

（kikaku@chikyu.ac.jp）へご連絡ください。 

 

２．連携の経緯 

これまでから地球研と京都市教育委員会では、小・中・高生を対象とした講座やカリキュラ

ム開発、教職員の研修会等を実施し、環境教育分野において連携して取り組んできたところ

です。このたび、相互の連携協力事項を協定として明文化することで、環境・SDGs に関する
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教育・研究・社会貢献活動におけるさらなるパートナーシップ強化を図り、教育現場からのフィ

ードバックを通じて総合地球環境学を構築することを目指しています。 

 

３．主な事業予定 

(1) 京都市立学校園との連携 

いくつかの京都市立学校園と連携し、現場において、環境・SDGs をテーマにした学習プ

ログラムの開発や実証を行い、将来を担う多様な生徒の意識・行動の向上・醸成に貢献す

ることを目指します。また、効果の検証も行い、優良事例やモデルとして、広く展開できるよ

うな知見や成果の創出も進めます。具体的には、これまでにも実績のある岩倉南小学校、

安朱小学校、京北小中学校、西京高等学校等に加え、京都工学院高等学校等との連携を

予定しています。 

(2) 京都市立学校園の教職員の交流・研修 

地球研は、これまでも毎年、高校を中心とした理科教員向けの研修会を実施してきました。

これを体系的に展開すると共に、地球研が開催・共催する企画のうち、教職員の資質能力

の向上等に資するものについて、市教委と地球研が連携し、積極的に周知を行います。 

(3) 地球研主催イベント等との連携 

地球研が主催する一般市民向けのイベントにおいて、京都市立学校園の連携企画を実

施します。2024 年 11 月 3 日に開催する地球研オープンハウスでは、初めての試みとして、

岩倉南小学校 6 年生の「地球研への研究提案！」を展示する予定です。 

 

 

【問合せ先】  

総合地球環境学研究所（地球研）  

広報室 岡田、柴田、松本 

Email: kikaku@chikyu.ac.jp 

Tel: 075-707-2128、2482 

 



【参考】 京都市教育委員会との連携事例について 

 

(1) 京都市立学校園との連携 

いくつかの京都市立学校園と連携し、現場において、環境・SDGs をテー

マにした学習プログラムの開発や実証を行い、将来を担う多様な生徒の意

識・行動の向上・醸成に貢献することを目指します。また、効果の検証も行

い、優良事例やモデルとして、広く展開できるような知見や成果の創出も進

めます。具体的には、これまでにも実績のある岩倉南小学校、安朱小学校、

京北小中学校、西京高等学校等に加え、京都工学院高等学校等との連携を

予定しています。 

 

◆事例①岩倉南小学校： 地球研が調整役となり、京都府立北稜高校の生

徒が、岩倉南小の生徒に、授業を行う取組。新しいプログラム実施も試行予

定（（３）にて後述）。 

参考：https://www.chikyu.ac.jp/publicity/publications/others/img/Door.pdf 

 

◆事例②安朱小学校、京北小中学校等： 浅利美鈴教授（当初、京都大学）

が、SDGs カリキュラムをともに開発。書籍も出版（右図）。廃校（元京北

第一小）を利用した京都里山 SDGs ラボ「ことす」には、地球研の学習拠点

も設け、オリジナルな教育プログラムも開発している。 

参考：https://www.chikyu.ac.jp/rihn/publicity/detail/354/ 

★2024 年 11 月 1 日（金）オリジナル教育プログラム＠京北のオリエンテー

ションを予定【取材可能】 

 

◆事例③京都工学院高等学校： 生徒の職業体験等を目的として実施される

シャドーイング（2024 年 11 月 13 日（水））に協力する予定。【取材可能】 

 

(2) 京都市立学校園の教職員の交流・研修 

地球研は、これまでも毎年、高校を中心とした理科教員向けの研修会を実施してきました。これを体

系的に展開すると共に、地球研が開催・共催する企画のうち、教職員の資質能力の向上等に資するもの

について、市教委と地球研が連携し、積極的に周知を行います。 

 

◆事例④高校教師を対象とした理科研究会： 2024 年度は、７月３１日（水）に地球研にて実施。 

＜プログラム＞ 

９：３０－１０：００ ウェルカムスピーチ及び講話 近藤康久教授「文理融合と社会共創が拓く考古

学の新地平：オマーンでの取り組みから」 

１０：００－１１：００ 講義及び質疑 林健太郎教授「地球環境問題の根源 ～窒素を手に入れた人

類」 

１１：００ー１２：００ 所内視察及びまとめ ナビゲーター／モデレーター 阿部健一先生 

https://www.chikyu.ac.jp/publicity/publications/others/img/Door.pdf
https://www.chikyu.ac.jp/rihn/publicity/detail/354/


 

(3) 地球研主催イベント等との連携 

地球研が主催する一般市民向けのイベントにおいて、京都市立学校園の連携企画を実施します。2024

年 11 月 3 日に開催する地球研オープンハウスでは、初めての試みとして、岩倉南小学校６年生の「地

球研への研究提案！」を展示する予定です。 

 

◆事例⑤岩倉南小学校との新たな連携 

地元である岩倉南小学校との連携を、持続可能なものにすると同時に、

京都市内や、全国にモデル展開できる教育プログラムを開発するため、

2024 年 10 月 18 日（金）13:45 からの授業にて、「地球研めがねワークシ

ョップ」を実施予定。地球研の研究者やスタッフが、岩倉南小にお邪魔

し、６年生約 130 名を対象に行う。地球研ならではの、研究に対する取り

組み方・・・「環境問題を文化として捉え、根本解決を目指す」「様々な立

場の人と協力して、学際的に研究する」・・・などを、少しでも理解しても

らった上で、地球研に対する研究提案を行ってもらう内容。 【取材可

能】 

そうしてできた研究提案書は、2024 年 11 月 3 日（日）に開催される「地球研オープンハウス」でも

展示予定。 【取材可能】 

参考：https://www.chikyu.ac.jp/rihn/events/detail/230/ ※リーフレットでの紹介部分↓ 

 

https://www.chikyu.ac.jp/rihn/events/detail/230/
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